
3班 教材

絵画資料から考える江戸時代の
貨幣制度〜導入として〜



江戸時代の1両は今のいくら？



簡単には答えられません…

https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/historyfaq/mod/1ryou.pdf教材No.3班−1-1

https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/historyfaq/mod/1ryou.pdf


貨幣博物館　お金の歴史に関するFAQ（回答）「江戸時代の1両は今のいくら？ー昔のお金の現在価

値ー」https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/historyfaq/mod/1ryou.pdf教材No.3班−1-2

https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/historyfaq/mod/1ryou.pdf


江戸時代の1両の価値を考える上で、考慮すべき点は？

社会や経済の

しくみの違い
作柄、地域差

「江戸時代」のスパン（約260年！！）
三貨制度



社会や経済の仕組みの違い

江戸時代の人々にとって滅多に手に入らず貴重で
あったモノが、現在も同じように貴重であるとは限ら
ない。同じ機能を果たすモノであっても、当時と現
在とでは材料や生産方法が異なり、江戸時代には
貴重であっても、現在は手軽に安価で買える、とい
うこともある。

貨幣博物館　お金の歴史に関するFAQ（回答）「江戸時代の1両は今のいくら？ー昔のお金の現在価値ー」p.2より



約260年におよぶ江戸時代

江戸時代、約260年の間には、農業をはじめ諸産
業が発達し、商品の流通もさかんになり、人々の
生活も変化した。そうしたことから、各時期でモノ
の値段は大きく異なった。また、幕末の開港後に
は、輸出の増大などでモノの値段は1年のあいだ
でも大幅に上昇した。

貨幣博物館　お金の歴史に関するFAQ（回答）「江戸時代の1両は今のいくら？ー昔のお金の現在価値ー」p.2より



作柄、地域差

農産物などの値段は、江戸時代には豊作・不作な
ど天候による影響を大きく受けた。また、地域差や
季節変動も、消費者の手に渡るまでの輸送技術や
冷蔵技術などが進歩した現在とは大きく異なる。

貨幣博物館　お金の歴史に関するFAQ（回答）「江戸時代の1両は今のいくら？ー昔のお金の現在価値ー」p.2より



三貨制度

江戸時代、金・銀・銅(銭)の貨幣が使われ（三貨制
度）、それぞれの交換レートとして幕府による公定相
場があったが、実際には毎日変動した。仮に、そば1
杯16文としても、1両が何文であるかによって、1両で
そばを何杯食べられるかは変わってくるため、そばで
換算する1両の現在価値も異なってくる。

貨幣博物館　お金の歴史に関するFAQ（回答）「江戸時代の1両は今のいくら？ー昔のお金の現在価値ー」p.2より



江戸時代の1両では何が買えた？



教材No.3班−1-3 貨幣博物館　お金の歴史に関するFAQ（回答）「江戸時代の1両は今のいくら？ー昔のお金の現在価

値ー」https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/historyfaq/mod/1ryou.pdf

https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/historyfaq/mod/1ryou.pdf


教材No.3班−1-4 貨幣博物館　お金の歴史に関するFAQ（回答）「江戸時代の1両は今のいくら？ー昔のお金の現在価

値ー」https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/historyfaq/mod/1ryou.pdf

https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/historyfaq/mod/1ryou.pdf


金はどこから得られた？

「慶長小判」（東京国立博物館所蔵／「ColBase」収録）

https://jpsearch.go.jp/item/cobas-74645

教材No.3班−2

【参考】「江戸時代の鉱業」（Google Arts & Culture　国立科学博物館）
https://artsandculture.google.com/exhibit/qwKyVjKjiOKAIQ?hl=ja
※《佐州金銀採製全図》等の展示が見られます。

https://jpsearch.go.jp/item/cobas-74645
https://artsandculture.google.com/exhibit/qwKyVjKjiOKAIQ?hl=ja


《佐渡金山金掘之図・人》
https://www.digital.archives.go.jp/DAS/meta/listPhoto?LANG=default&BID=F1000000000000031992&ID=&NO=&TYPE=largeViewer&DL_TYPE=pdf

金山を描いた絵巻から、作業のようすを見てみよう

教材No.3班−3

https://www.digital.archives.go.jp/DAS/meta/listPhoto?LANG=default&BID=F1000000000000031992&ID=&NO=&TYPE=largeViewer&DL_TYPE=pdf
https://www.digital.archives.go.jp/DAS/meta/listPhoto?LANG=default&BID=F1000000000000031992&ID=&NO=&TYPE=largeViewer&DL_TYPE=pdf


「史跡佐渡金山」公式サイト　展示資料館　http://www.sado-kinzan.com/material/

【参考】史跡佐渡金山の展示（再現模型）で工程を確認してみよう



『貨幣博物館常設展示図録』  https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46

金貨はどのようにつくられた？

教材No.3班−4

https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/
http://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46


教材No.3班−4-1 貨幣博物館常設展示図録　https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46

https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/
http://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46


教材No.3班−4-2 貨幣博物館常設展示図録　https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46

https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/
http://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46


教材No.3班−4-3 貨幣博物館常設展示図録　https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46

https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/
http://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46


教材No.3班−4-4 貨幣博物館常設展示図録　https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46

https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/
http://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46


教材No.3班−4-5 貨幣博物館常設展示図録　https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46

https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/
http://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46


《佐渡金山之図・人》（貨幣博物館蔵）https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/komonjo/001002/001/908108_1/html/

《佐渡金山之図・人》から金抽出の場面を見つけよう

教材No.3班−5

https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/komonjo/001002/001/908108_1/html/
https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/komonjo/001002/001/908108_1/html/


《金座絵巻》で作業工程のそれぞれの場面を見つけよう

《金座絵巻 上》https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/2021emaki/views/902511.html

《金座絵巻 下》https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/2021emaki/views/902512.html教材No.3班−6,7

https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/2021emaki/views/902511.html
https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/2021emaki/views/902512.html


貨幣はどこでつくられた？

「金座」「銀座」とは？

「天保丁銀」（東京国立博物館所蔵／ ColBase収録）
https://jpsearch.go.jp/item/cobas-74683

教材No.3班−8

https://jpsearch.go.jp/item/cobas-74683
https://jpsearch.go.jp/item/cobas-74683


こちら　金座　です

《金吹方之図》（独立行政法人国立公文書館所蔵／国立公文書館デジタルアーカイブ収録）
https://jpsearch.go.jp/item/najda-6VmYu0kZTW9vikvqtldVUWjEiXGzTRw7教材No.3班−9

https://jpsearch.go.jp/item/najda-6VmYu0kZTW9vikvqtldVUWjEiXGzTRw7


こちらは　銀座　です

《銀座巻物》https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2586724?tocOpened=1教材No.3班−10

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2586724?tocOpened=1


《金座絵巻》《金吹方之図》《銀座巻物》から、疑
問に感じたことは？

→金座と銀座の違いは？

→金貨を製造する作業をなぜ描いた？（機密事項では？？）

→工程通りに描かれていない！？



→ できあがった小判を役人がチェック。
 　信用に足りるクオリティーでつくられているか？

《金座絵巻 上》 https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/2021emaki/views/902511.html教材No.3班−6

何をしている場面だろう？

https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/2021emaki/views/902511.html


金貨はいかにして保証された？

貨幣博物館常設展示図録　https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46教材No.3班−4-6

https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/
http://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46


教材No.3班−4-7
貨幣博物館常設展示図録　https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46

https://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/
http://www.imes.boj.or.jp/cm/collection/tenjizuroku/mod/book/html5.html#page=46


「慶長小判」（東京国立博物館所蔵／「ColBase」収録）

厚さ1ミリの金薄板の表面に、タガネを横向きに打ち、上下に扇方枠に
五三桐の極印、中央に「壱両」下部に「光次」極印を打つ。小判の誕生
は大判より遅れて文禄4（1595）年ごろ、後藤徳乗の門人で徳川家康
の命により江戸に下った後藤光次（みつつぐ）の製造とされる。

https://jpsearch.go.jp/item/cobas-74645

教材No.3班−2

金貨の写真から、品質保証の
しかけを見つけよう

デジタルデータ（以下
のリンク）で裏面も
チェック！

https://jpsearch.go.jp/item/cobas-74645


「享保佐渡小判」（東京国立博物館蔵／「 ColBase」収録））

江戸時代・享保元～9年（1716～24）。定式化した小判の形式をとっ

ているが、表の「光」字の第 6画と、「次」字の第4画とが重なってい

ない点が、享保小判の特徴とされる。裏面の右上に押された「佐」

は、この小判が江戸以外にも置かれた金座のうち、佐渡で製造され

たことを示している。　 https://jpsearch.go.jp/item/cobas-74653

教材No.3班−11

デジタルデータ（以下
のリンク）で裏面も
チェック！

https://jpsearch.go.jp/item/cobas-74653


江戸時代には、何によって貨幣の「信

用」が担保されていただろう？



幕府が貨幣の鋳造権を握ったことは、ど
のような意味を持つだろう？


